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1．県庁前通りと三島通り   
明治14年、明治天皇の行幸を山形に迎えるや、県令三島通庸は9月29日  
は工：⊥Ⅰり の第1日に県庁、勧業製糸所・機織所、第2日の30日には師範学校、仮博  
物館、福島裁判所山形支庁、授産所を御先導し‥・、県令三島は県治実  












屑四層の楼辺 碧雲に奪え、閻上の時器蒸気の吹笛雲中に辰を報じて学事  
工事を勧奨し、また県庁の東 数町にして千歳園を殺く。地広六万坪、四木  
三草および和洋の果物菜疏を播殖せしめて農事を導き、中央小丘を築きて  
噴水に小港布をなし、花木を移して四時の景況を添、人民僧楽の地とす、  
百事振興万機整理の時垂ものというべし。」   
当時の県庁は明治44年5月市北大火で焼失した。同位置に大正4年に建  
造されたのが旧県庁と呼ばれる現在の建物である。正式名は山形県郷土館、  

























2．三島神社の角より   
三島通りは、現在の山形県立図書館“遊学鮨”前から東へ、“教育資料館”  









整然トシテ確定』した（伝記未定稿4 市史近代編p．160）はずの地割は千  
歳囲の南緑線で折れ曲がっている（阿子島，2000）。その理由としては、三島  
通りが山あてをした可能性、旧河道の起伏と堰水路を避けた可能性などで  
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し（市史 近代編p．163）』。水利とは八ケ郷堰である。八ケ郷堰は三島神社  
の角から千歳国に入り機織場へむかっていた。  
2－2．三島神社の角より束を見る   
束正面に教育資料館（旧師範学校校舎 硯県立博物館分館）を見る。   
幅広いとはいえない三島通りは、三島の計画当時の姿を残す。道の両側  
の水路の一部に石積みがある。   
旧師範学校校舎3層楼尖塔のまっすぐ背後には盃山に峰つづきの三角の  

















東校正門西側の駐車場付近に現存している。その最大比高は約1．5mである。   
中央道路が気象台（明治初期よりほぼ現位置）付近で波打っているのは、  
馬見ケ崎川の旧河通があったためである。この筋は旧県庁北側へ連なる。  














3－2．高橋由一画集   
県庁周辺の新築地区に関しては、明治14年の菊池新学撮影写真をなぞっ  









凡社、2001大日本全回名所一覧 所収）。しかし、石積みまでは判読しに  
くい。  
以上は、2001年山形大学附属博物館公開講座において、現地観察の際に  
述べた。千歳国の築山遺構以外については以下に述べている。  図3 山形大学附属博物館蔵 明治14年菊池斯学翁撮影写真  
より。部分。オリエンタル写真工業複製とある。  
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